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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
挿入部の先端部分から超音波信号を発受信してセクタスキャンするための超音波プローブ
と、上記超音波信号によって走査される方向を光学観察するための光学観察窓と、上記超
音波信号によって走査される方向に処置具を突出させるための処置具突出口とが配置され
た超音波内視鏡の先端部において、
　上記処置具突出口として、上記超音波プローブから発受信される超音波信号が走査され
る同一平面上に複数の処置具を略平行に突出させるための複数の処置具突出口が、上記超
音波プローブによる超音波走査方向に向けて上記超音波プローブの後側に隣接して形成さ
れた斜面上の上記超音波プローブによる超音波走査面との交叉線上に並べて配置されてい
ることを特徴とする超音波内視鏡の先端部。
【請求項２】
上記複数の処置具突出口の少なくとも一つに、そこから突出される処置具の突出方向を上
記平面に沿って変化させるための処置具起上片が配置されている請求項１記載の超音波内
視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、光学観察をしながら体内に挿入されて超音波断層像を得ることができる超音
波内視鏡の先端部に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
超音波内視鏡は一般に、挿入部の先端部分から超音波信号を発受信してセクタスキャンす
るための超音波プローブと、超音波信号によって走査される方向を光学観察するための光
学観察窓と、超音波信号によって走査される方向に処置具を突出させるための処置具突出
口とが配置されている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
【特許文献１】
特開平３－１３１２４３号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
超音波内視鏡は一般に、光学観察をしながら挿入部を体内の目標位置に誘導したら、超音
波断層像を観察しながら処置具である注射針を粘膜面の奥にある臓器や患部に突き刺して
、通常の内視鏡では行うことができない独特の処置を行うことができる。
【０００５】
しかし、そのようにして注射針を用いた処置は、薬液や体液の注入又は排出しか行うこと
ができず、それと同時に超音波断層像観察下に他の処置具を使用することができないので
、術者にとっては手技が限定されてしまって思い通りの処置を行えない場合があった。
【０００６】
そこで本発明は、複数の処置具を超音波断層像観察下に同時に使用可能にすることにより
、術者が症例に適した手技を選択して思い通りの処置を行うことができる超音波内視鏡の
先端部を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の超音波内視鏡の先端部は、挿入部の先端部分から超
音波信号を発受信してセクタスキャンするための超音波プローブと、超音波信号によって
走査される方向を光学観察するための光学観察窓と、超音波信号によって走査される方向
に処置具を突出させるための処置具突出口とが配置された超音波内視鏡の先端部において
、処置具突出口として、超音波プローブから発受信される超音波信号が走査される平面に
沿って処置具を突出させるための複数の処置具突出口を並べて配置したものである。
【０００８】
なお、複数の処置具突出口の少なくとも一つに、そこから突出される処置具の突出方向を
平面に沿って変化させるための処置具起上片が配置されていると、一方の処置具突出口か
ら突出される処置具の突出角度を他方の処置具突出口から突出される処置具に対して任意
に変化させて所望の処置に都合のよい状態にすることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図１、図２及び図３は、本発明の第１の実施例の超音波内視鏡の先端部の斜視図、平面図
及び側面断面図（図２におけるIII－III断面図）である。ただし、処置具突出口６，７か
ら処置具１００，２００が突出した状態は図３のみに記載されている。
【００１０】
　フレキシブルな挿入部１の先端に連結された先端部本体２の先側半部には、先端部本体
２の側方をセクタスキャン（扇形走査）するように超音波信号を発受信するコンベックス
タイプの超音波プローブ３が取り付けられている。
【００１１】
超音波プローブ３による超音波走査範囲Ｕは、先端部本体２の軸線に沿う平面上（即ち、
先端部本体２の軸線をそっくり含むか、或いは軸線に対して近接して平行な平面上）にあ
り、一点鎖線は、その平面が超音波プローブ３の表面と交差する位置を示している（以下
、平面Ａという）。
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【００１２】
先端部本体２の後側半部には、超音波プローブ３の超音波走査範囲Ｕの方に向いた斜面２
０が形成されていて、超音波走査範囲Ｕの方向を光学観察するための光学観察窓４と、そ
の観察範囲を照明するための照明窓５がその斜面２０に並んで配置されている。
【００１３】
また、先端部本体２の斜面２０には、超音波走査範囲Ｕの方向に処置具を突出させるため
の第１の処置具突出口６と第２の処置具突出口７が、平面Ａとの交叉線上に二つ並んで配
置されている。
【００１４】
第１の処置具突出口６と第２の処置具突出口７には、挿入部１内に挿通配置された第１の
処置具挿通チャンネル６０と第２の処置具挿通チャンネル７０各先端が、先端部本体２の
後端位置で接続されている。
【００１５】
そして、各処置具挿通チャンネル６０，７０内に通された第１の処置具（例えば注射針）
１００と第２の処置具（例えば鉗子）２００の先端部分が、平面Ａに沿って超音波走査範
囲Ｕ内に各処置具突出口６，７から突出される。
【００１６】
したがって、術者は複数の処置具１００，２００をモニタで超音波断層像中に観察しなが
ら同時に使用することができるので、その症例に適した手技を選択して思い通りの処置を
行うことができる。
【００１７】
図４及び図５は、本発明の第２の実施例の超音波内視鏡の先端部の平面図と側面断面図（
図４におけるＶ－Ｖ断面図）であり、処置具突出口６，７から処置具１００，２００が突
出した状態は図５のみに記載されている。
【００１８】
この実施例においては、第１の処置具突出口６から突出される第１の処置具１００の突出
方向を超音波走査範囲Ｕ内において平面Ａに沿って変化させるための処置具起上片８が、
第１の処置具突出口６部分に配置されている。
【００１９】
処置具起上片８は支軸９によって先端部本体２に回転自在に支持されており、挿入部１の
基端に連結された操作部（図示せず）からの操作によって軸線方向に進退する操作ワイヤ
１０の先端が処置具起上片８に連結されている。
【００２０】
したがって、操作ワイヤ１０を介した遠隔操作により処置具起上片８を支軸９を中心に動
かすことによって、第１の処置具突出口６から突出される第１の処置具１００の突出角度
を第２の処置具突出口７から突出される第２の処置具２００に対して超音波走査範囲Ｕ内
において平面Ａに沿って任意に変化させることができる。なお、処置具起上片８を第２の
処置具突出口７側に配置してもよく、第１の処置具突出口６と第２の処置具突出口７の両
方に配置してもよい。
【００２１】
なお、本発明は上記の各実施例に限定されるものではなく、例えば処置具突出口を三つ以
上配置してもよい。
【００２２】
【発明の効果】
本発明によれば、処置具突出口として、超音波プローブから発受信される超音波信号が走
査される平面に沿って処置具を突出させるための複数の処置具突出口を並べて配置したこ
とにより、複数の処置具を超音波断層像観察下に同時に使用することができるので、術者
が症例に適した手技を選択して思い通りの処置を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の超音波内視鏡の先端部の斜視図である。
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【図２】本発明の第１の実施例の超音波内視鏡の先端部の平面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の超音波内視鏡の先端部の側面断面図（図２におけるIII
－III断面図）である。
【図４】本発明の第２の実施例の超音波内視鏡の先端部の平面図である。
【図５】本発明の第１の実施例の超音波内視鏡の先端部の側面断面図（図４におけるＶ－
Ｖ断面図）である。
【符号の説明】
１　挿入部
２　先端部本体
３　超音波プローブ
４　光学観察窓
５　照明窓
６　第１の処置具突出口
７　第２の処置具突出口
８　処置具起上片
２０　斜面
１００，２００　処置具
Ａ　超音波信号が走査される平面
Ｕ　超音波走査範囲

【図１】 【図２】
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【図５】
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